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０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長同意に
決す教育委員会委員の任命について（ 武  知  美  葉 氏）

たけ ち み は議　案
第４２号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長同意に
決す教育委員会委員の任命について（ 石  澤  良  浩 氏）

いし ざわ よし ひろ議　案
第４３号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長同意に
決す固定資産評価審査委員会委員の選任について（ 鍋  島  忠 氏）

なべ しま ただし議　案
第４４号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長同意に
決す固定資産評価審査委員会委員の選任について（ 毛  須  征  弘 氏）

も す ゆき ひろ議　案
第４５号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

議　案
第４６号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

鶴ヶ島市手数料条例の一部を改正する条例につ
いて

議　案
第４７号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

鶴ヶ島市議会議員及び鶴ヶ島市長の選挙における選挙運動用自動
車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例について

議　案
第４８号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

平成２８年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第２号）
について

議　案
第４９号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

平成２８年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）について

議　案
第５０号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

平成２８年度鶴ヶ島市介護保険特別会計補正予算
（第１号）について

議　案
第５１号

３１４×○○○××○○○○○○○○○○○議長認定に
決す

平成２７年度鶴ヶ島市一般会計歳入歳出決算の認
定について

議　案
第５２号

２１５○○○○××○○○○○○○○○○○議長認定に
決す

平成２７年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

議　案
第５３号

２１５○○○○××○○○○○○○○○○○議長認定に
決す

平成２７年度鶴ヶ島市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

議　案
第５４号

２１５○○○○××○○○○○○○○○○○議長認定に
決す

平成２７年度鶴ヶ島市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

議　案
第５５号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長認定に
決す

平成２７年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業一本松土地区
画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議　案
第５６号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長認定に
決す

平成２７年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業若葉駅西口土地
区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議　案
第５７号

１１６×○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決

市長及び副市長の給与の減額に関する条例につ
いて

議　案
第５８号

０１７○○○○○○○○○○○○○○○○○議長原案
可決鶴ヶ島市職員の倫理の徹底を求める決議決議案
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決　

議
　本年６月に実施された窓口サービスアンケートに関し、市職員

の加筆による結果の改ざんが行われた。

　地方分権の進展、少子高齢化等により、市民ニーズも多種・多

様化し、市職員の役割と責任が非常に大きくなっている中、今般、

市職員として許し難い不適切な事務処理が行われ、市民からの信

頼を著しく損ねる結果となったことは甚だ遺憾である。

　こうした不祥事を二度と起こさないためには、改めて公務員と

しての自覚と責任を認識するとともに、組織の在り方に対する見

直しも必要である。

　市長は、全ての市職員の綱紀粛正に万全を期し、公務員倫理の

より一層の徹底を図るとともに、組織を挙げて不祥事の再発防止

に真摯に取り組み、市民からの信頼の回復を速やかに図るよう、

強く求める。

　以上、決議する。

鶴ヶ島市職員の倫理の
徹底を求める決議

鶴ヶ島市職員の倫理の
徹底を求める決議


